
023年 4月 14日 金曜 日 中日新聞 「飛騨」 掲

掛
レ
ド
ニ
た

優 益
田
清
風
高

．盛
り
上
げ
よ
う

刊
「
ヾ
る‐

●
小
林
会
長
〇
と
金
子
副
会
長
〇
に
寄
付

金
の
日
録
を
手
渡
す
中
川
社
長
＝
益
田
清

風
高
提
供

０
十
六
銀
行
益
田
支
店
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン

ド
■
に
飾
ら
れ
て
い
る
清
風
百
年
新
聞
＝

い
ず
れ
も
下
呂
市
で

下
呂
市

で
唯

一
の
高
校
、
益

田
清
風
高
が
来
年
で
百
周
年
を

迎
え
る
の
を
前
に
、
節
目
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
い
う
動
き
が
市

内

で
広
が

っ
て
い
る
。
地
元
企

業
は
百
万
円
を
寄
付
し
、
金
融

機
関

に
は
生
徒
が
作

っ
た

「
清

風
百
年
新
聞
」
が
掲
示
さ
れ
て

い
る
。

寄
付
し
た
の
は
、
住
宅
用
ド

ア
メ
ー
カ
ー

「
ハ
ウ
テ

ッ
ク
」

（
同
市
少
ケ
野
）
。
全
社
員
の

三
割
ほ
ど
が
同
校
、
統
合
前
の

益

田
高
と
益

田
南
高

の
出
身
と

い
い
、

「
何
か
の
役
に
立
て
れ

ば
」
と
寄
付
を
決
め
た
。
中
川

正
之
社
長
が
十

二
日
に
益
田
清

風
高
を
訪
れ
、
同
窓
会
の
小
林

正
和
会
長
と
金
子
文

一
副
会
長

に
目
録
を
手
渡
し
た
。
自
身
も

卒
業
生

の
中
川
社
長
は

「
地
域

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
。

百
周
年
を
微
力
な
が
ら
応
援
し

た

い
」
と
話
し
た
。

百
年
新
間
が
飾
ら
れ
て
い
る

の
は
、
同
校
近
く
の
十
六
銀
行

益
田
支
店
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド

ー
、
益
田
信
用
組
合
の
本
店
と

萩
原
支
店
の
店
内
”
一
九
二
四

（大
正
十
三
）
年
に
前
身
の
益

田
農
林
学
校
が
誕
生
し
た
経
緯

や
、
戦
時
下
の
学
校
生
活
な
ど

を
記
し
た
一
卜
三
号
が
読
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

百
年
新
間
は
、
百
周
年
の
年

に
三
年
に
な
る
二
年
の
実
行

委
員
が
昨
年
十

一
月
か
ら
順

次
、
制
作
。
終
戦
以
降
の
激
動

期
の
学
校
の
状
況
な
ど
を
特
集

し
た
六
号
ま
で
完
成
し
て
い

て
、
近
く
各
店
舗
の
掲
示
を
入

れ
替
え
る
ほ
か
、
市
役
所
な
ど

に
も
置
か
せ
て
も
ら
う
よ
う
依

頼
す
る
。
同
校
百
周
年
記
念
事

業
事
務
局
の
横
山
和
樹
教
諭
は

「生
徒
が
作
っ
た
新
間
を
通
し

て
、
学
校
の
歴
史
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

た
¨

（上
田
千
秋
）

地
死企
業
寄
付
生
徒
制
作
の
「新
聞
」掲
示



自録を小林正和同窓会長 (中央)と

金子文二同会副会長 (有)に渡 した

中り::=率社長 ≡下 呂市 萩原 町萩

原 (益田清風高校

締課
噛顆

ハ
ウ
サ
‐ッ
ク
柵
万
＝
寄
付

２
０
２
４
年
度
に
創
立
１
０

０
周
年
を
迎
え
る
下
呂
市
萩
原

町
萩
原
の
益
田
清
風
高
校
で
、

建
具
製
造
の
ハ
ウ
テ
ツ
ク

（下

呂
市
少
ケ
野
）
が
１２
日
、
創
立

記
念
事
業
へ
１
０
０
万
円
を
寄

付
し
た
「
　
　
　
　
・

同
校
は
１
９
２
４
年
に
開
校

し
た
益
田
菫辱

撃

校

ご

理

れ

２
０
０
５
年
に
益
田
高
校
が
益

田
南
高
校
と
統
合
し
益
日
清
風

高
校
と
な

っ
た
。
　
　
　
．

１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
一工
円
と
円
の
扉
、
フ
ェ
ン

ス
の
整
備
を
計
画
一
寄
付
を
募

う
て
お
り
、
企
業
か
ら
の
寄
付

は
初
め
て
と
な
る
と
い
う
。
中

畔鸞

箋
琳

一
同
会
副
会
長
（
７２
）
に
目
録
を

手
渡
し
た
。
　
一　
一
　

一一
一
　
一一

小
林
会
長
は

「
一
九
と
な

つ

て
記
念
事
業
を
盛
り
上
げ
る
弾

み
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ
っ
”

中
川
社
長
は

「社
員
の
２０
％
ほ

ど
が
、
益
田
南
高
校
を
合
む
同

校
の
卒
業
生
。
同
校
は
地
域
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
。

一
１

０
０
周
年
記
念
事
業
を
微
力
な

が
ら
応
援
し
た
い
」
と
話
し
た
。

（
広
瀬
丈
士
）


	2023 4 14中日新聞
	2023 4 13　岐阜新聞

